
本郷新記念札幌彫刻美術館

開館当時の様子や、これまで40年間にわたって行ってきた
「北の彫刻展」「本郷新賞」「彫刻めぐり」などさまざまな
活動をパネルやチラシなどの資料で紹介します。

サンクスデーサンクスデー

 オリジナルクッキー
食べる彫刻

40個限定　1個 450円（税込み）　

サンクスデー限定

このチラシは10月現在のものです。新型コロナウイルス感染症の感染状況により、
内容の変更・開催中止となる場合がございますので、ご了承ください。

ご来館されるみなさまへのお願い
● ご来館時はマスクの着用をお願いいたします。
● 飛沫防止のため、展示室、ロビーでの会話は控え、咳エチケットをお守りください。
● 入館の際、備え付けの消毒液で手指を消毒してください。
● 受付にて、名前・連絡先のご記入・体温の測定をお願いいたします。
● 発熱あるいは倦怠感、風邪症状のある方は来館をお控えください。
● 定期的に館内の換気、ドアノブ・手すりの消毒等を行いますので、ご理解とご協力を
 お願いいたします。
● ゴミのお持ち帰りにご協力ください。
● 混雑時には入場を制限する場合があります。

作品を通して隔たりや繋がりを問い続ける
美術家・高橋喜代史の個展。
言葉や文字をモチーフとした平面作品や
立体作品、映像インスタレーションなどを
紹介します。

当館が所蔵する364点におよぶ石膏像のうち、
特大の野外彫刻の原型から小品にいたるまで
100点を紹介。
石膏原型の役割を見つめ直すとともに、石膏
特有の魅力に迫ります。

「現代彫刻･創る   本郷新の世界」

寝室スペース公開

（1973年、30分）

当館に石膏原型を展示している《緑の賛歌》の制作風景や、春香山のアトリエでの
様子、釣りを楽しむ姿など、往年の本郷新を知ることができる貴重な映像です。

普段は公開していない記念館2階
南西側の本郷新が寝室として
使用していた部屋を特別に公開し、
ドキュメント映像を上映します。

記念館2階

記念館2階
定員：6名

本館ロビー

札幌彫刻美術館
　　　 40年のあゆみ展

10:00～17:00

2021

（水・祝）

【記念館】本郷新・全部展④

100の石膏像

観覧無料

本館受付

本郷新記念札幌彫刻美術館が開館して、今年でちょうど40年を迎えました。
これまでにご来館いただいた方は、今年10月で、のべ40万人となります。

皆様の長年にわたるご愛顧への感謝を込めて、11月3日を“サンクスデー”として、
観覧料を無料にするとともに、開催中の展覧会や本郷新の芸術、美術館の歩みなどを

より楽しんでいただくためのいくつかのイベントを行います。
秋のひとときを美術館でごゆっくりとお過ごしください。

11 3

開催中の展覧会

ドキュメント映像上映

開催中の高橋喜代史展にちなみ、第3回本郷新記念札幌
彫刻賞受賞作品《ザブーン》をモチーフとしたクッキーを、
円山西町の「やきがしや　ひとさじ」さんにつくっていただ
きました。どんなクッキーかは当日のお楽しみです。

10:00から販売（なくなり次第終了）

th ANNIVERSARY + 入館者40万人記念

イベントのご案内

高橋喜代史《ドーン[900A]》2019年
撮影:前澤良彰

高橋喜代史
《ザブーン》2021年

大通交流拠点地下広場設置
撮影：小牧寿里

撮影:前澤良彰

10月  彫刻を中心とした美術文化に貢献するため 、宮の森にある
アトリエとギャラリーの機能を備えた邸宅と土地、及び全作品
の提供を本郷新が北海道知事や札幌市長などに申し出る

1980年 2月13日  本郷新逝去
故人の遺志である財団設立に向けて遺族、関係者などで協議を
進め、札幌市より美術館建設費と管理費あわせて1億円、基金と
して1千万円、北海道より本館建設用地取得費と記念館営繕費
あわせて7千万円の補助金が決定
6月16日  財団法人札幌彫刻美術館設立総会を札幌全日空ホテル
で開催
7月31日  財団法人札幌彫刻美術館設立。寄贈されたアトリエ・
ギャラリーを本郷新記念館として維持管理を開始
9月30日  記念館の隣接地を購入し、本館建設に着手（設計：
田上義也）
11月 記念館営繕工事完了
6月29日  札幌彫刻美術館開館
9月24日  札幌彫刻美術館友の会発足
札幌市内や北海道内外の彫刻を鑑賞する「彫刻めぐり」開始
2月  本郷新の命日（2月13日）に石狩浜の《石狩》の像を訪ねて
献花する会を開始（1999年度から6月に移行し 、2014年度まで
継続）
3月20日  館報「もにゅまん」発行（以後、2006年度のNo.27まで
毎年発行、2009年5月にNo.28を発行後休刊 ）

1982年度 6月23日  記念館1階ロビーに喫茶コーナー「原始林」オープン
（1983年11月まで）
北海道の彫刻家を紹介する「北の彫刻展」を開始（隔年で2010年
度まで15回開催）

1983年度 「本郷新賞」を創設。以後、隔年で賞を贈呈（2011年度まで15回
実施）

1984年度 「本郷新 彫刻展」を、札幌市民ギャラリー、神奈川県立近代美術館、
浜松市美術館で開催

年度 周辺の環境整備として、｢宮の森モール・彫刻の道」を整備し、《奏
でる乙女》を設置。1989年から1990年にかけてに「宮の森緑地」
に《鳥を抱く女》と《太陽の母子》を設置
開館十周年記念誌発行

1996年度 「北海道野外彫刻マップ」発行
1999年度 「宮の森散策と美術館鑑賞の会」開始（2008年度まで毎年実施）

美術館を無料開放する「サンクスデー」を開始
「開館20周年記念 本郷新とゆかりの作家展」開催
開館20周年記念誌発行

2002年度 「北の彫刻展」刷新　
札幌彫刻美術館友の会会報「いずみ」創刊（以後、年4回発行）
「生誕100年 本郷新展 」を札幌芸術の森美術館と同時開催
NHK「新日曜美術館」で本郷新の特集を放映
財団法人札幌彫刻美術館を解散し、財団法人札幌市芸術文化財団

　本郷新記念札幌彫刻美術館は、1981年6月29日に開館して、今年で40年を迎えました。
　これまで、本郷新を顕彰するとともに、彫刻をより多くの人に親しんでもらうためのさま
ざまな活動を行ってきました。それは、各種展覧会や本郷新賞の贈呈、講演会やコンサート、
造形教室、各地の彫刻をめぐりツアーなど多岐にわたります。また、次代を担う子どもたち
のための活動にも力を入れてきました。
　本展では、開館以来40年間にわたり展開してきた、それら数多くの事業を目的別に分類
して紹介するとともに、展覧会のチラシや館報、関連資料等を展示し振り返ります。当館
の足跡とその果たしてきた役割を知っていただけましたら幸いです。

宮の森のアトリエの庭でくつろぐ本郷新（1978年）
手前は、本郷新の彫刻の石膏取りを行っていた松平実

開館記念式典でのテープカット（1981年6月29日）
左から2番目より：堂垣内尚弘（北海道知事）、本郷重子（本郷新夫人）、田上
吉也（財団理事長）、板垣武四（札幌市長）

駐車場の整備工事（1981年5月）
本郷新記念館の庭の一部を整備し、10台分の駐車スペースを確保

入館者1万人セレモニー（1981年10月2日、本館ロビー）
開館から2ヶ月半の9月15日に入館者が1万人となり、後日、田上吉也理事長
から賞状と本郷新作品集を贈呈

開館記念式典でのテープカット（1981年6月29日）

言葉は橋をかける

【本館】第3回本郷新記念札幌彫刻賞受賞記念

高橋喜代史展

10:00〜17:00 （連続上映）
1970年に旭川の常磐公園に設置された彫刻の
構想段階の変化や建立に関わる出来事をたど
りながら、本郷新の真意をさぐります。     

記念

展示 特別

公開

上映

最新情報はSNSで更新中

開催中の２つの展覧会のみどころを担当学芸員がお話しいたします。

講師：吉崎元章 （当館館長）

定員：15名 （14:00から会場で整理券配布）

定員：各回15名（先着順）

1970年当時の《風雪の群像》　

本館研修室

本館研修室15:00〜15:40

10:30〜、12:30〜、14:30〜

《風雪の群像》をめぐって
館長のとっておきの話

 解説：平井菊花（当館学芸員）

 （各回15分）

学芸員の
みどころトーク解説

講話

販売


